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特
別
記
事

長
野
晃
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
論
文
の
構
成

　

長
野
晃
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
と
国
家
学
の
黄
昏
、
一
九
二
〇
―
一
九
三
二
年
」
の
構
成
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序　

章
第
一
節　

問
題
の
所
在

第
二
節　

先
行
研
究

第
三
節　

本
稿
の
構
成

第
一
章　

新
た
な
国
家
学
の
探
求
、
一
九
二
〇
―
一
九
二
三
年

第
一
節　

独
裁
・
憲
法
制
定
権
力
・
機
関
説
批
判

第
一
款　

国
家
学
と
独
裁
概
念

第
二
款　

独
裁
の
区
分
と
憲
法
制
定
権
力

第
三
款　

憲
法
制
定
権
力
説
に
基
づ
く
機
関
説
批
判

第
二
節　

形
式
と
し
て
の
決
断

第
一
款　

�

ク
ル
ト
・
ヴ
ォ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
と
「
純
粋
国

家
」

第
二
款　

エ
ー
リ
ヒ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
と
「
生
け
る
形
式
」

第
三
款　
「
法
形
式
」
と
し
て
の
「
決
断
」

第
三
節　

カ
ト
リ
シ
ズ
ム
論
と
代
表
概
念

第
一
款　

イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
に
お
け
る
「
代
表
と
代
表
機
関
」

第
二
款　
「
上
か
ら
」
の
代
表

小　

括

第
二
章　

�

均
衡
・
自
由
主
義
・
民
主
主
義
、
一
九
二
三
―
一
九
二

七
年

第
一
節　

議
会
制
と
均
衡

第
一
款　

均
衡
観
念
と
自
由
主
義

第
二
款　

民
主
主
義
と
同
一
性
観
念

第
三
款　

議
会
解
散
権
と
均
衡
理
論

第
二
節　

議
会
主
義
論
に
対
す
る
反
応
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
応
答

第
一
款　

�

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ト
ー
マ
と
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
ユ
リ
ウ

ス
・
ボ
ン

第
二
款　

�

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
フ
ェ
レ
と
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ベ
ッ

カ
ー

第
三
款　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
応
答
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第
三
節　

直
接
民
主
主
義

第
一
款　

国
民
立
法
手
続

第
二
款　

直
接
民
主
主
義
の
限
界

小　

括

第
三
章　

国
家
学
構
想
の
挫
折
？　

一
九
二
四
―
一
九
二
八
年

第
一
節　

国
家
及
び
国
家
学
の
「
危
機
」

第
一
款　

�
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
近
代
国
家
の
危

機

第
二
款　

ケ
ル
ゼ
ン
『
一
般
国
家
学
』
に
対
す
る
反
撥

第
三
款　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
「
国
家
の
危
機
」

第
二
節　

�

国
際
連
盟
批
判
か
ら
「
政
治
的
な
る
も
の
の
概
念
」

へ

第
一
款　

Bund

概
念
か
ら
の
国
際
連
盟
批
判

第
二
款　

国
家
学
か
ら
「
政
治
的
な
る
も
の
」
へ

第
三
節　
『
憲
法
学
』
に
お
け
る
体
系
化

第
一
款　

国
家
・
憲
法
・
憲
法
制
定
権
力

第
二
款　

均
衡
・
市
民
的
法
治
国
家
原
理
・
議
会
制

第
三
款　

代
表
・
同
一
性
・
公
論

小　

括

第
四
章　

中
立
国
家
を
巡
る
攻
防
、
一
九
二
八
―
一
九
三
〇
年

第
一
節　

統
合
理
論
の
衝
撃

第
一
款　
『
国
制
と
憲
法
』
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
批
判

第
二
款　

統
合
理
論
の
反
響

第
三
款　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
反
応

第
二
節　

中
立
国
家
論
の
展
開

第
一
款　

ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
中
立
権
力

第
二
款　

中
立
権
力
論
か
ら
中
立
国
家
論
へ

第
三
款　

中
立
国
家
に
お
け
る
職
業
官
吏

第
三
節　

中
立
国
家
論
の
相
対
化
？

第
一
款　

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
よ
る
相
対
化

第
二
款　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
史
に
よ
る
相
対
化

第
三
款　

ド
イ
ツ
国
家
学
史
に
よ
る
相
対
化

小　

括

第
五
章　

�

経
済
国
家
か
ら
経
済
自
治
へ
、
一
九
三
〇
―
一
九
三
二

年

第
一
節　

多
元
主
義
と
ポ
リ
ク
ラ
シ
ー

第
一
款　

多
元
主
義
批
判
と
中
立
国
家
論
の
変
容

第
二
款　

�

ポ
リ
ク
ラ
シ
ー
を
巡
る
ポ
ー
ピ
ッ
ツ
と
シ
ュ
ミ
ッ

ト

第
二
節　

二
つ
の
単
行
本
化
作
業

第
一
款　

�

多
元
主
義
的
全
体
国
家
に
お
け
る
連
邦
主
義
と
ポ

リ
ク
ラ
シ
ー
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第
二
款　

中
立
国
家
論
の
漂
流

第
三
款　
「
政
治
的
な
る
も
の
」
の
膨
張

第
三
節　

フ
ォ
ル
ス
ト
ホ
フ
と
フ
ー
バ
ー
に
お
け
る
「
自
治
」

第
一
款　

�

エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
ォ
ル
ス
ト
ホ
フ
と
地
方
自
治
の

危
機

第
二
款　

�
エ
ル
ン
ス
ト
・
ル
ド
ル
フ
・
フ
ー
バ
ー
に
お
け
る

経
済
国
家
と
経
済
自
治

第
四
節　

経
済
国
家
に
お
け
る
自
治
構
想

第
一
款　

権
威
国
家
の
可
能
性
を
巡
っ
て

第
二
款　

自
治
精
神
の
復
権
？

小　

括

終　

章

略
号
一
覧

文
献
一
覧

二
　
内
容
の
紹
介

　

長
野
君
の
研
究
は
、
今
な
お
毀
誉
褒
貶
の
甚
だ
し
い
国
法
学
者

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
に
展
開
し
た
政
治
思
想

を
、「
国
家
学
」
と
い
う
学
問
分
野
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に

対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
意
識
の
変
化
と
い
う
観
点
か
ら
総
合
的
に
叙

述
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
序
章
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
著
作
を
多
く
出
版
し
て
い
る

D
uncker und H

um
blot

社
の
編
集
者
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
イ

ヒ
ト
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
に
宛
て
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
書
簡
を
素
材
と
し

て
、
論
文
全
体
の
問
題
意
識
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
九

二
五
年
に
新
た
な
「
一
般
国
家
学
」
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
シ
ュ

ミ
ッ
ト
が
、
わ
ず
か
二
年
後
に
国
家
学
の
不
可
能
性
を
断
ず
る
に

至
っ
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
そ

も
そ
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
初
期
に
ど
の
よ
う
な
国
家
学

を
構
想
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
国
家
学
構
想
の
挫
折
後
の
シ
ュ

ミ
ッ
ト
が
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
末
期
に
ど
の
よ
う
な
国
家
理
論
を
展
開
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
い
っ
た
問
い
も
提
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
長

野
君
は
、
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
に
際
し
て
従
来
の
先
行
研
究

（
主
と
し
て
ク
リ
ス
ト
フ
・
メ
ラ
ー
ス
お
よ
び
ク
リ
ス
ト
フ
・

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ガ
ー
）
の
不
十
分
な
点
を
指
摘
し
、
近
年
蓄
積
さ
れ

つ
つ
あ
る
伝
記
的
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
思
想
の

展
開
を
よ
り
精
緻
に
分
析
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

第
一
章
で
は
、『
独
裁
』『
政
治
神
学
』
お
よ
び
『
ロ
ー
マ
・
カ
ト

リ
シ
ズ
ム
と
政
治
形
式
』
と
い
う
三
つ
の
作
品
を
題
材
に
、
ヴ
ァ
イ

マ
ー
ル
初
期
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
行
っ
た
帝
政
期
お
よ
び
同
時
代
の
国

家
学
と
の
理
論
的
対
決
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。『
独
裁
』
に
お
い
て

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
概
念
を
国
家
学
の
中
心
概
念
と
し
て
歴
史
的
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に
叙
述
し
つ
つ
、
委
任
独
裁
と
主
権
独
裁
と
の
区
別
を
提
示
し
た
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
シ
ィ
エ
ス
の
「
憲
法
制
定
権

力
」
概
念
に
着
目
し
、
こ
の
議
論
を
ゲ
オ
ル
ク
・
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の

機
関
説
と
対
比
し
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
既

存
の
憲
法
を
超
え
た
存
在
で
あ
り
つ
つ
そ
れ
を
根
拠
付
け
る
「
憲
法

制
定
権
力
」
を
、
国
家
学
の
内
部
に
取
り
込
も
う
と
す
る
シ
ュ
ミ
ッ

ト
の
試
み
が
存
在
し
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
憲
法
制
定
権
力
に

お
い
て
発
動
さ
れ
る
「
主
権
独
裁
」
は
法
学
と
無
縁
な
「
単
な
る
権

力
行
使
」
な
ど
で
は
な
く
、
既
存
の
憲
法
に
よ
っ
て
は
捉
え
ら
れ
え

な
い
が
ま
さ
に
そ
の
憲
法
を
根
拠
づ
け
る
と
こ
ろ
の
権
力
だ
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
に
続
け
て
『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、

ク
ル
ト
・
ヴ
ォ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
や
エ
ー
リ
ヒ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
と

い
っ
た
同
時
代
の
法
学
者
た
ち
に
よ
る
「
形
式
」
を
め
ぐ
る
議
論
を

踏
ま
え
、
自
身
の
「
法
形
式
」
論
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
、
行
政
法

学
上
の
瑕
疵
論
と
の
連
関
を
意
識
し
つ
つ
、
単
な
る
規
範
に
解
消
さ

れ
得
な
い
「
決
断
」
の
契
機
―
―
決
断
そ
れ
自
体
の
価
値
は
そ
の
内

容
に
還
元
さ
れ
な
い
―
―
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、『
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
政
治
形
式
』
に
お

い
て
、
代
表
概
念
に
つ
い
て
再
び
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
国
家
学
と
対
決
す

る
。
そ
れ
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
代
表
原
理
に
全
面
的

に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
代
表
概
念
の
矛
盾
を
指
摘

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
初
期
の
諸
著
作
か
ら
、

長
野
君
は
い
ま
だ
確
立
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
独
自

の
国
家
学
の
構
築
を
志
す
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
意
識
的
な
姿
勢
を
読
み

取
っ
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、『
現
代
議
会
主
義
の
精
神
史
的
状
況
』
初
版
か
ら

『
国
民
票
決
と
国
民
発
案
』
に
至
る
自
由
主
義
論
と
民
主
主
義
論
が

叙
述
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
「
公
開
性
」
と
「
討
論
」
お
よ

び
「
均
衡
」
観
念
を
本
質
的
要
素
と
す
る
自
由
主
義
と
、「
同
一
性
」

観
念
に
基
づ
く
民
主
主
義
を
峻
別
し
、
も
は
や
時
代
遅
れ
の
も
の
と

な
っ
た
と
彼
が
み
な
す
自
由
主
義
を
痛
烈
に
批
判
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
長
野
君
に
よ
る
と
「
反
自
由
主
義
的
民
主
主
義

者
」
と
い
う
シ
ュ
ミ
ッ
ト
像
は
か
な
り
の
誇
張
を
含
ん
で
い
る
。
と

い
う
の
も
、
明
ら
か
に
自
由
主
義
の
系
列
に
属
す
る
「
均
衡
」
観
念

そ
れ
自
体
は
捨
て
去
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
重
視
す
る

大
統
領
の
議
会
解
散
権
の
説
明
（
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
憲
法
二
四
条
解

釈
）
に
も
援
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

こ
れ
ら
の
概
念
的
区
別
は
、
議
会
制
民
主
主
義
を
擁
護
し
よ
う
と
す

る
立
場
（
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ト
ー
マ
や
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
ユ
リ
ウ
ス
・
ボ

ン
）
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、「
同
一
性
」
観
念
を
大
衆
民
主
主
義
と

結
び
付
け
て
批
判
す
る
立
場
（
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
）
か
ら
も

批
判
の
対
象
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
に
対
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
譲
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る
こ
と
な
く
反
論
し
、『
議
会
主
義
論
』
第
二
版
「
前
書
」
に
お
い

て
は
、「
討
論
」
概
念
の
厳
密
化
や
「
同
質
性
」
観
念
の
導
入
を
通

じ
て
自
説
を
強
化
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
憲
法
（
七
三

条
三
項
及
び
四
項
）
が
規
定
す
る
「
国
民
立
法
手
続
」
の
検
討
を
通

じ
て
直
接
民
主
主
義
に
関
す
る
考
察
を
深
め
て
い
く
。
と
り
わ
け

『
国
民
票
決
と
国
民
発
案
』
で
は
、
民
主
主
義
を
錦
の
御
旗
に
し
た

国
民
発
案
の
危
険
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
直
接
民
主
主
義
的
制
度
の

安
易
な
導
入
と
い
う
考
え
を
相
対
化
す
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る

の
は
、「
喝
采
」
へ
の
期
待
―
―
国
民
な
く
し
て
国
家
な
く
、
喝
采

な
く
し
て
国
民
な
し
―
―
の
み
な
ら
ず
、
均
衡
の
担
い
手
を
超
え
る

国
民
に
対
す
る
警
戒
心
で
あ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
国
際
連
盟
に
関
す
る
諸
論
文
に
検
討
を
加
え
た
の

ち
、
い
よ
い
よ
論
文
「
政
治
的
な
る
も
の
の
概
念
」
か
ら
体
系
書

『
憲
法
学
』
に
至
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家
観
が
叙
述
さ
れ
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
が
な
ぜ
「
一
般
国
家
学
」
な
る
も
の
は
も
は
や
成
立
し
得
な

い
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
か
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
フ
レ
ー

ト
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ラ
ー
に
よ
っ
て
国
家
な
い
し
国

家
学
の
危
機
が
論
じ
ら
れ
る
な
か
、
国
家
を
静
態
的
秩
序
と
連
関
さ

せ
て
捉
え
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家
は
動
態
化
す
る
現
代
世
界
の
な
か

で
危
機
に
瀕
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
加
え
て
ド
イ
ツ
国
家
は

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
の
も
と
さ
ら
な
る
危
機
に
直
面
す
る
。
フ
ラ
ン

ス
語
でSociété des N

ations

、
英
語
でLeague of N

ations

と

表
記
さ
れ
る
国
際
連
盟
は
ド
イ
ツ
語
で
はV

ölkerbund

と
称
さ
れ

る
の
だ
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
そ
の
国
際
連
盟
論
に
お
い
て
、
国
際
連

盟
のBund

た
る
性
質
を
疑
問
視
す
る
こ
と
で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体

制
の
現
状
維
持
と
親
和
的
な
国
際
連
盟
規
約
の
解
釈
に
抵
抗
し
た
。

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
の
不
当
性
を
固
く
信
じ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ

て
、
国
際
連
盟
は
真
性
のBund

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ

と
長
野
君
は
主
張
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
際
連
盟
批
判
は
さ
ら
に

「
政
治
的
な
る
も
の
の
概
念
」
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
こ
の
著
作

に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
友
敵
対
立
の
極
限
的
可
能
性
か
ら
「
国

民
の
政
治
的
状
態
」
と
し
て
の
国
家
を
根
拠
付
け
よ
う
と
試
み
た
。

し
か
し
こ
の
試
み
は
同
時
に
、
交
戦
権
を
奪
わ
れ
た
に
等
し
い
ド
イ

ツ
の
国
家
た
る
性
格
を
否
定
し
か
ね
ず
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
も
は
や

国
家
な
ど
存
在
し
な
い
」
と
慨
嘆
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
長
野

君
は
こ
の
著
作
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
国
家
学
構
想
の
決
定
的
な
転
換
点
を

見
出
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
も
は
や
一
般
国
家
学

な
ど
不
可
能
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識

の
も
と
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
国
家
学
に
代
わ
る
新
た
な
学
問
分
野
を
創

設
す
る
た
め
に
『
憲
法
学
』
を
執
筆
す
る
。
同
書
は
、
憲
法
制
定
権

力
論
や
自
由
主
義
論
、
民
主
主
義
論
と
い
っ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
従
来

の
議
論
を
一
つ
の
体
系
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
国
家
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学
構
想
を
葬
り
去
っ
た
は
ず
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
そ
れ
で
も
自
身
の

静
態
的
秩
序
観
を
憲
法
学
体
系
内
に
温
存
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
ゆ

え
同
書
は
新
た
な
国
家
理
論
を
展
開
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ

の
書
は
む
し
ろ
、
国
家
概
念
の
問
題
性
を
巧
妙
に
回
避
す
る
こ
と
で

成
り
立
っ
て
い
る
と
の
長
野
君
の
指
摘
は
手
厳
し
い
が
的
を
射
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

　

第
四
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
中
立
国
家
論
で

あ
る
。
こ
の
理
論
構
築
の
き
っ
か
け
は
、
ル
ド
ル
フ
・
ス
メ
ン
ト
の

統
合
理
論
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
反
発
で
あ
っ
た
。『
国
制
と
憲

法
』
で
展
開
さ
れ
た
ス
メ
ン
ト
の
動
態
的
国
家
観
に
抗
し
て
国
家
の

静
態
性
を
救
出
し
よ
う
と
試
み
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
憲
法
の
番
人
」

（
一
九
二
九
年
版
）
に
お
い
て
、
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
の

中
立
権
力
論
を
下
敷
き
に
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
中
立
権
力
論
を
展
開

し
、
さ
ら
に
そ
の
議
論
を
拡
張
さ
せ
て
、
職
業
官
吏
を
含
む
中
立
国

家
論
に
発
展
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
動
態
化
を
制

約
す
る
こ
と
に
こ
そ
憲
法
の
意
義
が
あ
る
と
し
て
、
静
態
的
要
素
を

具
体
的
に
示
す
こ
と
で
ス
メ
ン
ト
に
対
抗
す
る
と
い
う
当
初
の
目
的

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
中
立
国

家
論
は
当
時
の
政
治
的
状
況
に
対
す
る
抜
本
的
な
解
決
策
と
は
言
い

難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ

シ
ズ
ム
や
ソ
連
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
不
可
知
論
的
な
も
の
に
と

ど
ま
る
中
立
国
家
の
弱
さ
を
暴
き
出
し
つ
つ
、『
フ
ー
ゴ
ー
・
プ
ロ

イ
ス
』
に
お
い
て
「
政
党
に
拘
束
さ
れ
な
い
知
性
」
に
立
脚
す
る
積

極
的
な
中
立
国
家
論
を
展
開
す
る
。
ス
メ
ン
ト
の
統
合
理
論
を

「
弱
々
し
い
極
め
て
問
題
含
み
な
防
止
策
」
で
あ
る
と
断
じ
た
シ
ュ

ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
代
案
と
し
て
提
起

し
た
こ
の
積
極
的
中
立
国
家
論
は
十
分
な
答
え
と
な
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
長
野
君
は
「
曖
昧
な
〈
国
民
精
神
〉

へ
の
訴
え
が
示
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
す
ら
何
の
解
決
策
に
も
な
り

得
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
の
払
拭
し
得
な

い
疑
念
」
の
現
れ
で
あ
ろ
う
と
こ
の
章
を
結
ん
で
い
る
。

　

第
五
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
末
期
の
混
乱

の
中
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
示
そ
う
と
し
た
国
家
構
想
が
経
済
と
い
か
な

る
関
係
を
有
し
て
い
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
国
家
と
経
済
の
関

係
の
問
題
は
前
章
で
扱
わ
れ
た
「
不
可
知
論
的
中
立
国
家
」
の
無
力

性
に
対
す
る
批
判
に
お
い
て
も
す
で
に
顕
在
化
し
て
い
た
が
、
世
界

恐
慌
後
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
国
家
が
断
固
た
る
姿
勢
で
経
済
に
介

入
し
、「
計
画
」
を
遂
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
故

に
、
よ
り
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
経
済
に
対
す

る
国
家
の
中
立
性
が
も
は
や
成
立
し
え
な
い
現
代
の
「
経
済
国
家
」

に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
多
元
的
状
況
が
一
層
深
刻
化
し
て
い
る
と
い
う

認
識
の
も
と
で
、
公
経
済
の
担
い
手
の
多
元
性
を
特
徴
付
け
る
概
念
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で
あ
る
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ポ
ー
ピ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
ポ
リ
ク
ラ

シ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
も
刺
激
を
受
け
つ
つ
、
多
元
主
義
、
ポ
リ

ク
ラ
シ
ー
お
よ
び
連
邦
主
義
の
三
概
念
を
再
考
し
て
い
っ
た
。
そ
の

成
果
と
言
え
る
『
憲
法
の
番
人
』（
一
九
三
一
年
版
）
に
お
い
て

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
多
元
主
義
に
対
す
る
防
波
堤
と
し
て
の
役
割
を
連

邦
主
義
に
託
す
と
共
に
（
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
連
邦
主
義
に
対
す
る
苛
烈

な
批
判
者
に
転
ず
る
の
は
一
九
三
二
年
七
月
の
「
プ
ロ
イ
セ
ン
解
体

事
件
（
い
わ
ゆ
る
パ
ー
ペ
ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
）」
以
後
で
あ
る
）、
多

元
主
義
を
促
進
す
る
勢
力
と
化
し
た
地
方
自
治
を
拒
絶
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
国
家
と
社
会
と
を
区
別
し
え
な
い
「
全
体
国
家
」
状
況

は
中
立
国
家
論
の
基
盤
を
大
幅
に
掘
り
崩
す
も
の
で
あ
り
、『
政
治

的
な
る
も
の
の
概
念
』（
一
九
三
二
年
版
）
に
お
け
る
全
体
国
家
論

も
そ
の
よ
う
な
認
識
に
貫
か
れ
て
い
た
。
中
立
理
論
を
も
っ
て
ス
メ

ン
ト
の
統
合
理
論
に
対
抗
す
る
と
い
う
当
初
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
戦
略

は
、
こ
こ
に
至
っ
て
ス
メ
ン
ト
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
逆
に
証
明

し
て
し
ま
う
と
い
う
皮
肉
な
結
末
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
全
体
国
家
論
を
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
発
展
さ

せ
た
の
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
二
人
の
弟
子
で
あ
る
エ
ル
ン
ス
ト
・

フ
ォ
ル
ス
ト
ホ
フ
と
エ
ル
ン
ス
ト
・
ル
ド
ル
フ
・
フ
ー
バ
ー
で
あ
る
。

フ
ォ
ル
ス
ト
ホ
フ
が
公
法
上
の
社
団
概
念
の
研
究
に
よ
り
、
国
家
か

ら
区
別
さ
れ
た
公
的
領
域
に
根
差
し
て
い
た
地
方
自
治
の
危
機
的
状

況
を
描
き
出
し
た
の
に
対
し
て
、
フ
ー
バ
ー
は
師
で
あ
る
シ
ュ
ミ
ッ

ト
の
全
体
国
家
論
を
完
全
に
は
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
、
公
的
領
域

で
豊
か
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
「
経
済
自
治
」
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
を
受
け
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
国
民
投
票
的
正
統
性
に

立
脚
し
た
権
威
国
家
の
可
能
性
を
探
り
つ
つ
、
フ
ー
バ
ー
的
な
経
済

自
治
を
危
機
脱
却
の
た
め
の
基
本
方
針
に
定
め
、
強
力
な
国
家
を
通

じ
た
脱
政
治
化
政
策
―
―
強
力
な
国
家
と
健
全
な
経
済
―
―
を
説
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
主
張
も
結
局
は
弟
子
フ
ー
バ
ー
の
議

論
の
借
用
に
過
ぎ
ず
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
独
自
の
経
済
自
治
論
は
十
分
な

発
展
を
見
せ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
と
い
う
の
が
長
野
君
の
解
釈
で

あ
る
。

　

終
章
で
は
、
そ
の
後
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
時
代
診
断
を
第
二
次
大
戦

後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
学
の
衰
退
状
況
に
触
れ
つ
つ
概
観
し
た

後
、
長
野
君
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
的
な
国
家
概
念
を
捨
て
去
る
こ
と
で
開

か
れ
る
新
た
な
学
際
的
国
家
学
構
想
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し

て
い
る
。
本
研
究
は
そ
の
よ
う
な
国
家
学
構
想
に
対
し
て
現
代
の
政

治
学
が
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
う
る
の
か
と
い
う
問
い
を
開
か
れ
た
問

い
と
し
て
残
し
つ
つ
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
い
は
お
そ
ら
く
長

野
君
の
今
後
の
研
究
を
導
く
問
い
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。



160

法学研究 93 巻 4 号（2020：4）

三
　
評
　
価

　

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
』
刊
行
百
周
年

に
あ
た
る
本
年
で
あ
る
が
、
政
治
理
論
の
分
野
で
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」（
古
賀
敬
太
）
と
も
呼
ぶ
べ
き
状
況
が
生
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
火
付
け
役
と
も
な
っ
た
の
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ラ
イ
ン

ハ
ル
ト
・
メ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
、
未
公
刊
資
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い

た
浩
瀚
な
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
伝
記
的
研
究
（Reinhard 

M
ehring, C

arl Schm
itt. A

ufstieg und Fall,  M
ünchen 

2009

）
お
よ
び
そ
れ
を
補
完
す
る
形
で
公
刊
さ
れ
た
二
冊
の
論
文
集

（ders., K
riegstechniker des B

egriffs. B
iographische 

Studien zu Carl Scim
itt, T

übingen 2014

お
よ
びders., Carl 

Schm
itt: D

enken im
 W

iderstreit. W
erk-W

irkung- 
A

klualität, Freiburg und M
ünchen 2017

）
で
あ
ろ
う
。
こ
の

シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
現
象
は
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
英
語
圏

や
ス
ペ
イ
ン
語
圏
で
も
確
認
で
き
る
が
、
日
本
も
そ
れ
に
遅
れ
を

と
っ
て
は
い
な
い
。
古
く
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
研
究
に
従
事
し
て
き
た

古
賀
敬
太
を
筆
頭
に
北
海
道
大
学
の
権
左
武
志
、
東
京
大
学
の
和
仁

陽
、
南
山
大
学
の
大
竹
弘
二
、
東
洋
大
学
の
竹
島
博
之
と
い
っ
た
気

鋭
の
学
者
の
野
心
的
論
考
が
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
相
次
い

で
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
初
期
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
理
論
に
関

し
て
北
海
道
大
学
か
ら
博
士
号
を
取
得
し
た
松
本
彩
花
な
ど
若
手
研

究
者
の
台
頭
も
著
し
い
。
そ
の
よ
う
な
日
本
の
研
究
状
況
に
お
い
て
、

最
も
注
目
を
集
め
て
い
る
若
手
研
究
者
が
長
野
晃
君
で
あ
り
、
本
博

士
論
文
は
、
こ
れ
ま
で
に
長
野
君
が
発
表
し
て
き
た
論
考
を
整
理
し

直
し
稿
を
改
め
た
作
品
で
あ
る
。

　

本
論
文
が
画
期
的
研
究
で
あ
る
こ
と
を
以
下
に
お
い
て
三
つ
の
切

り
口
か
ら
評
価
し
た
い
。

　

ま
ず
資
料
面
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
本
博
士
論
文
は
二
〇
一
八
年

を
も
っ
て
公
刊
が
完
了
し
た
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
日

記
帳
全
体
や
近
年
公
刊
さ
れ
た
資
料
、
と
り
わ
け
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
同

僚
や
弟
子
と
の
往
復
書
簡
も
積
極
的
に
活
用
し
つ
つ
、
先
述
の
メ
ー

リ
ン
グ
の
研
究
を
要
所
要
所
で
押
さ
え
た
、
恐
ら
く
世
界
で
も
初
の

学
術
論
文
で
あ
り
、
そ
の
独
創
性
は
極
め
て
高
い
。
も
っ
と
も
そ
の

独
創
性
は
極
め
て
専
門
的
な
議
論
の
な
か
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
の

で
、
専
門
外
の
読
者
に
と
っ
て
は
認
知
さ
れ
に
く
い
と
い
う
憾
み
が

な
く
も
な
い
。
も
っ
と
積
極
的
に
み
ず
か
ら
の
議
論
の
独
創
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
も
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
内
容
面
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
先
述
の
よ
う
な
「
シ
ュ
ミ
ッ

ト
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
現
況
の
な
か
で
、
本
研
究
の
最
大
の
特
色

は
、
国
家
学
、
な
い
し
は
一
般
国
家
学
を
め
ぐ
る
様
々
な
法
学
者
た

ち
と
の
論
争
的
文
脈
の
な
か
に
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

著
作
を
位
置
づ
け
て
分
析
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
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と
っ
て
国
家
概
念
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
誰
し
も
が
認
め
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
よ
う
と
す
る
研
究
は
奇
妙
な
こ
と

に
稀
有
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
の
ド
イ
ツ
は
、
国
家
学
の
百

花
繚
乱
状
態
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ン
チ
ェ
リ
のA

llgem
eine 

Staatsrecht, 1852
は
、
加
藤
弘
之
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
（『
国
法

汎
論
』）、
明
治
期
の
日
本
で
は
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
ゲ
オ
ル

ク
・
イ
エ
リ
ネ
ク
のA

llgem
eine Staatslehre, 1900

は
、
こ
の

分
野
の
金
字
塔
で
あ
る
。
こ
れ
に
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
の

A
llgem

eine Staatslehre, 1925
、
ス
メ
ン
ト
のV

erfassung und 
V

erfassungsrecht, 1928

、
そ
し
て
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ラ
ー
の

Staatslehre, 1934

な
ど
の
著
作
が
続
く
。
長
野
君
の
博
士
論
文
は

こ
う
し
た
一
般
国
家
学
研
究
の
文
脈
の
な
か
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
定
位

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
近
年
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
多
く
の
政
治

学
者
は
「
一
般
国
家
学
」
か
ら
目
を
逸
ら
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
議
論
に
目
を
奪
わ
れ
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
や
「
例
外
状
態
」
と
い
っ
た
流
行
り
の
議
論
と
連
関
さ
せ
て

シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
論
じ
が
ち
で
あ
る
。
長
野
君
の
論
文
は
、
当
時
の
ド

イ
ツ
に
お
け
る
国
家
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
復
元
し
つ
つ
、
こ
の
な

か
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
理
論
を
位
置
づ
け
直
し
、「
国
家
学
の
不

可
能
性
に
対
す
る
意
識
」
と
い
う
、
従
来
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
解
釈
を
反

転
さ
せ
た
よ
う
な
大
胆
な
切
り
口
か
ら
そ
れ
を
捉
え
よ
う
と
す
る
意

欲
的
、
か
つ
真
摯
な
試
み
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
テ
キ
ス
ト
解
釈
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
独
創
性
も
高
く
評
価
し
う
る
。

例
え
ば
第
二
章
の
均
衡
観
念
に
つ
い
て
の
叙
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

従
来
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
研
究
で
は
さ
ほ
ど
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
論
点
が
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
と
り
わ
け
ヴ
ァ
イ

マ
ー
ル
末
期
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
家
理
論
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ス
メ

ン
ト
の
『
国
制
と
憲
法
』V

erfassung und V
erfassungsrecht

と
の
対
抗
関
係
か
ら
展
開
さ
れ
た
「
中
立
国
家neutraler Staat

」

を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
統
領
独
裁
論
に
必
ず

し
も
還
元
さ
れ
な
い
様
々
な
理
論
的
可
能
性
と
限
界
が
そ
こ
に
あ
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
と
り
わ
け
丸
山
眞
男
の

「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
で
引
用
さ
れ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

「
中
性
国
家
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
長
野
君
が
「
中
立
国
家
」

と
呼
ぶ
も
の
を
丸
山
は
「
中
性
国
家
」
と
訳
し
て
い
る
）。
丸
山
は

こ
れ
を
近
代
国
家
の
規
範
的
モ
デ
ル
と
し
、
こ
れ
と
の
対
比
で
天
皇

制
国
家
の
「
超
国
家
主
義
」
を
論
じ
て
お
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
有
意

義
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
の
丸
山
の
記
述
が
あ
ま
り
に
ク
リ

ア
で
あ
り
、
わ
が
国
で
の
影
響
力
も
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
に
よ
る
「
中
立
国
家
論
」
の
理
論
展
開
を
追
い
、
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そ
の
射
程
を
確
認
す
る
と
い
う
作
業
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

長
野
君
の
博
士
論
文
は
、
こ
う
し
た
研
究
上
の
欠
損
を
見
事
に
埋
め

て
お
り
、
こ
の
点
で
も
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

三
点
目
に
本
論
文
を
評
価
し
う
る
の
は
形
式
面
で
あ
る
。
学
術
論

文
と
し
て
、
当
然
に
本
論
文
で
展
開
さ
れ
て
い
る
議
論
に
は
批
判
や

反
論
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
的
展
開
を
、
同
時

代
の
法
学
者
た
ち
と
の
私
的
・
公
的
関
係
に
渡
っ
て
、
生
き
生
き
と

そ
れ
を
追
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
文
体
は
見
事
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
こ
の
点
は
逆
に
本
論
文
の
欠
点
と
も
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
。
と
い
う
の
も
、
本
論
文
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
索
活
動
を
ヴ
ァ

イ
マ
ー
ル
期
で
あ
る
一
九
二
〇
年
か
ら
三
二
年
の
わ
ず
か
十
二
年
間

に
限
定
し
、
し
か
も
ほ
ぼ
す
べ
て
の
論
点
を
禁
欲
的
な
ま
で
に
当
時

の
国
家
（
学
）
理
解
の
転
換
と
の
関
連
で
解
釈
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
し
ば
し
ば
「
ヤ
ヌ
ス
」
に
も
模
せ
ら
れ
る
多
面
的
な
思
想

家
で
あ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
（
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
続
け
て
き
た
）
極

め
て
限
定
的
な
一
側
面
に
絞
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
読
者
も
少
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
長
野
君
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ボ
ダ
ン
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
、
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ル
ソ
ー
、
シ
ィ
エ
ス
、
コ
ン
ス
タ
ン
、
Ｊ
・
Ｓ
・

ミ
ル
な
ど
か
ら
一
定
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い
る
と
述
べ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
思
想
家
の
著
作
へ
の
言
及
が
ほ
と
ん
ど
な
い

こ
と
に
も
違
和
感
を
覚
え
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ル
ソ
ー
、
Ｊ
・

Ｓ
・
ミ
ル
に
関
し
て
は
典
拠
が
示
さ
れ
（
ル
ソ
ー
を
除
い
て
）
ご
く

ご
く
簡
単
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
説

明
も
典
拠
も
な
い
。
こ
れ
も
な
い
も
の
ね
だ
り
な
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
こ
れ
ら
の
思
想
家
の
ど
の
著
作
の
ど
の
部
分
を

ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
自
ら
の
理
論
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
か
と

い
っ
た
議
論
も
展
開
し
て
く
れ
れ
ば
、
一
層
多
く
の
思
想
史
研
究
者

の
関
心
を
引
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

文
献
の
表
記
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
政
治
思
想
（
史
）
の
研
究
書
に

お
け
る
ド
イ
ツ
式
の
表
記
法
が
英
語
の
文
献
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ

て
い
る
点
に
も
違
和
感
が
あ
る
。
例
え
ばQ

uentin Skinner, 
From

 the state of princes to the person of the state, in: 
ders., V

isions of Politics, Bd. 2, Cam
bridge 2002, S. 368 ff. 

と
い
っ
た
表
記
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
通
常
、
学
術
論
文
で
は
な
く
、

法
律
の
条
文
で
用
い
ら
れ
る
、
章
・
節
・
款
と
い
う
章
立
て
の
単
位

が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
も
気
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
先
に
本
論
文
の
優
れ
た
点
と
し
て
資
料
利
用
の
豊
富
さ

を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
そ
れ
は
す
で
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
資
料
に

限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
未
公
刊
資
料
の
発
掘
を
為
し
え
て
い
な

い
点
は
本
論
文
の
限
界
と
言
え
る
。
未
公
開
資
料
も
現
在
で
は
ノ
ル

ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
比
較
的
に
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容
易
に
閲
覧
で
き
る
の
で
、
長
野
君
に
は
是
非
と
も
ド
イ
ツ
へ
の
本

格
的
な
資
料
収
集
の
留
学
を
勧
め
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
問
題
や
課
題
は
残
る
も
の
の
（
そ
の
多
く
は
単
な

る
な
い
も
の
ね
だ
り
で
あ
る
）、
そ
れ
ら
は
全
体
と
し
て
の
本
論
文

の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
本
論
文
が
頗
る
独

創
的
で
、
世
界
的
に
見
て
も
極
め
て
高
い
水
準
に
あ
る
内
容
を
有
し

て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
を
博
士
（
法
学
）（
慶

應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
、
そ

の
旨
を
こ
こ
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

令
和
元
年
九
月
一
一
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

萩
原　

能
久

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

堤
林　
　

剣

法
学
研
究
科
委
員
・P

h.D
.　

　
　
　
　
　

副
査　

成
蹊
大
学
法
学
部
教
授
・Ph.D

.　

野
口　

雅
弘

出
口
雄
一
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

1
．
は
じ
め
に

　

出
口
雄
一
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
『
戦
後
法
制
改
革

と
占
領
管
理
体
制
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
全

五
〇
四
頁
）
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
我
が
国
の
占
領
期
（
一
九

四
五
～
五
二
〔
昭
和
二
〇
～
二
七
〕
年
）
に
お
け
る
「
法
制
改
革
」

の
実
態
と
同
時
期
の
「
法
的
構
造
」
を
実
証
的
に
解
明
し
た
作
品
で

あ
る
。
同
書
の
プ
ラ
ン
は
、
下
記
の
目
次
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
二

部
か
ら
な
る
同
書
の
構
成
に
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第

一
部
で
「
法
制
改
革
」
の
実
態
が
、
日
本
国
憲
法
の
趣
旨
の
下
に
全

面
改
正
が
及
ん
だ
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
三
年
法
律
第
一
三
一
号
）

の
制
定
過
程
を
中
心
と
し
て
、
隣
接
す
る
他
の
法
領
域
と
の
関
連
の

下
に
克
明
に
資
料
的
に
再
構
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
第
二
部
で
は
、

「
連
合
国
に
よ
る
軍
事
占
領
を
法
的
に
担
保
し
た
」（
同
書
一
頁
）
と

さ
れ
る
「『
ポ
ツ
ダ
ム
』
宣
言
ノ
受
諾
ニ
伴
ヒ
発
ス
ル
命
令
ニ
関
ス

ル
件
」（
昭
和
二
〇
年
勅
令
第
五
四
二
号
、
い
わ
ゆ
る
「
ポ
ツ
ダ
ム

緊
急
勅
令
」）
に
基
づ
き
、
占
領
終
結
ま
で
実
に
五
二
六
本
の
発
令




